
Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

科学技術計算コードの開発、データベース構築
などの請負、コンサルティングを通して 業務をご
支援します。

弊社では 計算コードの開発のために現象のモ
デリングや必要な調査等を含めて戦略的なご支

援を申し受けます。

支援フロー ；

仕様打ち合わせ

調査

仕様決定

開発/ 調査

納入・導入

フォロー

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100

下記の分野の技術をご提供します。

・材料設計

・電子状態計算

・メゾスコッピク領域の動力学計算

・流体計算

・電磁界計算

・反応速度論計算

・既存プログラムの並列化改良

・既存プログラムの書き換えや改修

言語の書き換え
サブルーチンの再構成、データ構造の整理

・既存プログラムへの新たな計算機能付加

・市販ソフトへの外部プログラムインターフェイス作成

・Webアプリケーション

製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：コンサルティングコンサルティングコンサルティングコンサルティング



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

古典的なニュートン力学による分子動力学、量子
力学、統計力学をベースに 材料設計のご支援を
します。

ここでは目的に適った モデリングや最適評価方

法を選択し アルゴリズム作成、プログラムコー
ディング を行います。

例） 新規Li電池材料の材料計算

・量子力学/ 分子動力学計算による結晶構造最適化

・量子力学計算によるエネルギー計算

・熱学計算による起電力計算

・量子力学計算による電子構造評価

バンド構造、担体有効質量評価

・分子動力学計算によるLi原子移動活性化過程評価

・ニュートン力学によるMD計算

・量子力学による 電子状態計算

・第１原理分子動力学計算

・統計力学 熱学計算 輸送係数計算

・ニュートン力学をベースにしたメゾスコピック領域の
動力学計算

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：材料設計材料設計材料設計材料設計

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

量子力学による電子状態計算と古典分子動力学
計算による力場計算の組み合わせにより結晶構
造を決定します。

量子力学計算には第１原理によるものと半経験

的な方法があり目的や精度に応じた使い分けを
行います。

ここで得られる知見は下記のものです。

・結晶構造 ・・・構造因子

・結晶の電子状態 ・・・バンド構造、状態密度、

担体有効質量

・固体内原子の挙動 ・・・拡散速度

弊社では目的に合わせた手法選択やコード開発、
材料評価・開発のためのknow-howをご提供しま

す。

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：第第第第1原理分子動力学原理分子動力学原理分子動力学原理分子動力学

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

結晶構造を与える

有効一電子有効ポテンシャルの決定

第１原理 又は 半経験的
Ｈａｍｉｌｔｏｎｉａｎ行列要素の計算

エネルギー固有値 及び
波動関数の決定

力場計算

エネルギーのより低い
結晶構造に移行

量
子
力
学

量
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学

量
子
力
学
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力
学
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新たな材料開発で目的とする材料に特定の機能
と構造を付与することを試みる場合 量子力学に
基づく議論は不可欠です。

シミュレーション予測による電子材料研究の効率

化を図る事が出来ます。

対象とする材料は

分子、高分子、クラスター、溶液

金属、半導体、超伝導体、磁性体

メゾスコピック系

量子デバイス

生体物質

ソフトマテリアル

で 目的物質に応じた最適な手法選択やモデリン

グ、コード開発、知見をご提供します。

下記量子力学計算の特徴を生かしながら また
ニュートン力学に基づく古典MDや熱統計力学

を組み合わせることにより 効率的な材料開発
を支援します。

第一原理(ａｂ－ｉｎｉｔｉｏ)計算

密度汎関数(ＤＦＴ)または分子軌道（ＭＯ）法の計算、

物質の構成元素と構造を与えて、電子論的性質を
再現させる、ということが目標。計算時間は長いが
精度は高い。

半経験的計算

計算は高速。第一原理計算の１／１０以下の時間。

パラメータをうまく決定できれば、精度の向上が可能。
パラメータの例としては、ＡＭ１、ＭＮＤＯ、ＰＭ３、
ＺＩＮＤＯなど。 ただし、周期表のあらゆる元素を計
算できるわけでない。ｓ、ｐ軌道のみを持つ原子はほ
ぼ全部扱える。

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：電子状態計算電子状態計算電子状態計算電子状態計算

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

ニュートン力学による古典的分子動力学により結
晶構造評価や拡散など固体内現象を計算します。

・動径分布関数

・熱力学的性質

・輸送係数

・分光学特性

これらは 固体内での析出による 機械強度変化
や 電池材料でのLiなどの移動粒子の挙動解析、

赤外吸収スペクトル解析 他に適用できます。

目的物質に応じた最適な手法選択やモデリング、
コード開発、知見をご提供します。

ニュートン力学をベースにした動力学計算

・ポテンシャルモデル

・ペアポテシャル

・ペア汎関数ポテンシャル

・クラスタポテンシャル

・クラスタ汎関数ポテンシャル

・統計集団

・定ｴﾈﾙｷﾞｰ、定温、定圧、定温・圧、

定ｹﾐｶﾙﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ、ｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾉﾆｶﾙ

・数値解法

・ベルレ法、ギア法、タッカーマン-バーン法

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：： MD計算計算計算計算

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

ニュートン
力学による
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コロイド分散系の微細粒子の挙動、自己配列や凝
集過程解析、レオロジー特性評価はこの領域の動
力学計算によります。

ナノパーティクルを応用し機能性を付加するコロイ

ドの設計やナノマテリアルを用いた材料形成過程
を解析するための手法です。

弊社の豊富な経験に基づき ブラウン、ランジュ
ヴァン、ストークスの各動力学によるコード開発や
知見をご提供します。

・ブラウン動力学、ランジュヴァン動力学 ・・・コ
ロイド分散系のブラウン運動をランジュヴァン方
程式で記述、溶質分子の挙動を計算し下記を解
析。

自己配列・凝集構造、

表面張力や表面間力、

界面ミクロ構造

・ストークス動力学 ・・・粒子間の流体力学的な

相互作用を考慮した動力学でストークス方程式
により計算し 下記を解析。

レオロジー特性や潤滑効果、

凝集構造、

血液循環状態

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：： 動力学計算動力学計算動力学計算動力学計算

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

メゾスコッピック
領域の
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マックスウエル方程式を解くことにより 電磁界強
度計算を行い 電磁界解析や光学解析に用いま
す。

・マックスウエル方程式

・誘電率他の媒質特性、形状を入力

・電磁界解析
・電磁波伝播解析
・電子装置で発生する電磁場解析
・光学解析
・グレーティングを持つ光学素子解析
・磁気光学効果解析

媒質特性や計算する物理量などよりモデリング、
最適手法を選択、目的に応じたコーディングを行
います。

・マックスウエル方程式による解析

・周波数領域での解析 ・・・

有限要素法（FEM）、モーメント法（MOM)、

境界要素法（BEM)

・時間領域での解析 ・・・

差分法（FDTD)、空間回路網法、伝送線路法（TLM)

例）差分法（FDTD）による磁気光学効果解析

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：電磁界解析電磁界解析電磁界解析電磁界解析

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

FDTD法電磁場時間発展
計算

媒質定数
テンソル表現

Maxwell 方程式
テンソル表現

出力量
＊電磁場強度
⇒回転角・
楕円率

入力量
＊媒質定数
＊電磁波波長
＊材質形状
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気体や液体、固体内の各種の反応過程を反応速
度論に基づいた rate equation により 算出しま

す。

目的に合わせたモデリング、パラメーター設定と
コーディングを行います。

rate equation により反応種の数の変化（密度

変化）を計算します。
反応現象で生じる種の生成・消滅過程を計算す
るもので成膜過程などあらゆる反応過程に応
用されるものです。

応用例 ；
・反応種の生成・消滅過程
・複合体形成・縮小過程
・プラズマCVDでの反応種の生成・消滅過程

・レーザー等による励起発光過程
・レーザー溶接でのプラズマ中の反応状態

入力パラメーター ；
初期濃度
励起速度
反応断面積・反応速度・遷移確率
各種の移動度

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：反応速度論計算反応速度論計算反応速度論計算反応速度論計算

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先
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圧縮・非圧縮統一解法（CIP-GCUP法）による流

体解析コードです。

この方法では対象物質の状態（固・液・気）によら

ず 同一のアルゴリズムで解くことが可能で 多
成分系で反応を伴う流体の解析が出来ます。
表のC、Dの領域に適した手法です。

ＣＩＰ-ＧＣＵＰ法による流体計算
CIP     ；Cubic Interpolated Propagation
GCUP；General Constraint Universal

Procedure

・圧縮･非圧縮統一解法
・爆発･燃焼など物理量の変化の大きな
現象の計算
・気液２相流計算

高精度計算のためのグリッドの工夫
・マルチブロック
・アダプティブグリッド
・重なり格子法
など 目的に応じた手法を選びます。

また 機能を付加したカスタマイズも承りま
す。

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：Aeolus（流体解析コード ）

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100
製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

低
速
流

→

高
速
流

A ・非圧縮性乱流

・熱対流

・物質拡散

B ・圧縮性乱流
・高速飛翔体
・高速鉄道

単相・単純 → 多相・複雑

D ・レーザー加工・溶接
・爆縮(レーザー核融合)
・ジェット・エンジン
・爆発・爆轟・プラズマ

C  ・気液２相流・燃焼解析
・MHD、磁性流体、ERFなど
の機能性流体現象
・粉体流（極性流体モデル）



CIPCIP‐‐GCUPGCUP法のご提案法のご提案
・・・・燃焼燃焼燃焼燃焼、、、、爆発爆発爆発爆発、、、、気液気液気液気液２２２２相相相相などなどなどなど物理量物理量物理量物理量がががが激激激激しくしくしくしく変化変化変化変化するするするする
場合場合場合場合のののの解析解析解析解析スキームスキームスキームスキーム

・・・・次世代特化型解析次世代特化型解析次世代特化型解析次世代特化型解析コードコードコードコードAEOLUSAEOLUSAEOLUSAEOLUSののののカスタマイズカスタマイズカスタマイズカスタマイズ販販販販
売特化目的売特化目的売特化目的売特化目的ののののモデリングモデリングモデリングモデリングをおをおをおをお客様客様客様客様とととと研究研究研究研究しごしごしごしご提案提案提案提案しししし
ますますますます。。。。
・・・・流体計算流体計算流体計算流体計算 基本公式基本公式基本公式基本公式

・・・・流体計算流体計算流体計算流体計算 スキームスキームスキームスキーム

・・・・CIPCIPCIPCIP法法法法をををを用用用用いたいたいたいた圧縮圧縮圧縮圧縮・・・・非圧縮流体計算非圧縮流体計算非圧縮流体計算非圧縮流体計算（（（（CIPCIPCIPCIP----GCUPGCUPGCUPGCUP法法法法））））

・・・・高精度高精度高精度高精度でででで効率的効率的効率的効率的なななな計算計算計算計算のためののためののためののためのグリッドグリッドグリッドグリッドのののの工夫工夫工夫工夫

・・・・混相流混相流混相流混相流のののの課題課題課題課題

・・・・偏微分方程式偏微分方程式偏微分方程式偏微分方程式のののの解解解解のののの安定性安定性安定性安定性

Advanced Algorithm & Systems



流体計算 基本式

０
τｘz

T=  τｙz
τzz

T5

ρ
ρu

Q=   ρv

ρw

ρe

R5、S5、T5 = func(τij, u,v,w,ε,μ, ｐ,ｋ）

非圧縮性流体 基本式

∇・V=0

∂V /∂t＋（V・∇）V＝－１/ρ・∇ｐ＋μ/ρ・ΔV

０
τｘｘ

R=  τｙｘ
τzｘ
R5

０
τｘy

S=  τｙy
τzy

S5

ρu

ρu2+p

E=  ρuv

ρuw

(ρe+p)u

ρｖ
ρuｖ

F=  ρｖ2+p
ρｖw
(ρe+p)ｖ

ρｗ
ρuｗ

G=  ρuｗ
ρvｗ+p

(ρe+p)w

圧縮性流体 基本式

∂Q /∂t + ∂E /∂x + ∂E /∂y + ∂G/∂z

= 1 / Re(∂R /∂x + ∂S /∂y + ∂T /∂z )



CIP法

圧縮・非圧縮
統一解法

差分法

・ＭＡＣ法 圧力ベース解法
・ＳＩＭＰＬＥ法 圧力ベース解法

・

非圧縮性 圧縮性

境界要素法（積分方程式法）

・ポテンシャル流れ解析（渦なし）

・直接法(境界積分方程式）

・間接法(特異点法）

流体計算スキーム

有限要素法

・ＳＵＰＧ法

・

差分法

・陽的スキーム

・オイラー陽解法

・ラックス法

・ラックス ヴェンドルフ法（２次補間）

・マコーマック法（予測子・修正子）

・ＦＬＩＣ法（有限体積法）

・ルンゲ クッタ法

・陰的スキーム

・オイラー陰解法

・クランク-ニコルソン差分

・ビームウオーミング法

・MUSCL法

境界要素法

・微小擾乱ポテンシャル流れ解析

・
有限要素法

・ＳＵＰＧ法

・ＴＧ法

・２段階解法



CIP法を用いた圧縮・非圧縮流体計算（ＣＩＰ－ＧＣＵＰ法）

セミ・ラグランジュ解法

流体の一般式 ∂ｆ/∂ｔ + ∂（ f・u ) /∂x = h  より

移流項と 非移流項をもとめ 独立に解く。

移流項 ∂ｆ/∂ｔ + u・∂ f /∂x = 0

∂g/∂ｔ + u・∂ g /∂x = 0

非移流項 ∂ｆ/∂ｔ = H

∂g/∂t =H’ - g(∂u/∂x) 

移流項 ∂ｆ/∂ｔ + u∂f/∂x = 0 を解く。

格子点間を ３次多項式で補間。

補間式係数 a、b を求め 時間展開。

fi
n+1= ai(uΔt)3 + bi(uΔt)2 + gi

n(uΔt) + fi
n

gi
n+1=3ai(uΔt)2+2bi(uΔｔ）＋gi

n

非移流項 移流項より求めた解 （fi
*、gi

＊）を
用いより 下記より求める。

fi
n+1 = fi

* + Hi・Δｔ
( gi

n+1 – gi
* )/Δt = ( fi+1

n+1 – fi-1
n+1 )/2・Δx・Δt

- (fi+1* – fi-1*)/2・Δx・Δt – (∂u/∂x)igi
*

ＣＩＰ-ＧＣＵＰ法

・圧縮/非圧縮の統一解法

・固体・液体・気体の統一解法

・状態方程式とカップルさせての解法

応用分野

・燃焼・爆発など反応を伴う計算

・衛星大気圏突入計算

・レーザーやアーク溶接計算



高精度で効率的な計算のためのグリッドの工夫

マルチ ブロック法

複雑な形状のまわりの流れ場を 複数の直方体ブロックに
分割し取り扱う方法

・境界では格子点を共有

各ブロック毎に最適な流体計算を行い ブロック間のデータ
やり取りを行う。

格子形成が比較的容易であり 航空機や自動車の周りの
流体計算に応用。

重なり格子法

複数の物体の周りに夫々の独立な格子を設定、格子の重
合部分での情報やり取りにより全体を計算。

複雑な場を離散化し易い、時間的に移動する格子を取り入
れる事も出来る。

ヘリコプター機体まわりやトンネルに突入する列車まわりの
計算に応用。

アダプテイブ グリッド

必要な場所にグリッドを集中させる。

流れの計算結果をもとに 格子点を移動
・・・解適合格子法

２点でのモニター量の平均値 ｗi+1/2 を

ｗi+1/2 ・（ｓi+1 – si ) ＝ 一定

の条件下で 格子点 ｓi、si+1 を設定。

新たな格子点を追加 削除



混相流の課題

基本方程式

質量保存；

∂（ρｋαｋ）/∂ｔ＋∂ （ρｋαｋ）/∂ｚ ＝ Γｋ

運動量保存；

∂（ρｋαｋuk）/∂ｔ＋∂ （ρｋαｋuk
2）/∂ｚ ＝

－Ｆｗｋ－Ｆｉｋ－Ｆｇｋ－αk∂p/∂z + Γｋuki

エネルギー保存；

∂{ρｋαｋ（ek+1/2・uk
2 )} /∂t + ∂{ρｋαｋ（ek+1/2・uk

2 )uk} =

－Ｆｗｋｕｋ－Ｆｉｋｕｋ－Ｆｇｋｕｋ

－ｐ∂αｋ/∂ｔ－∂(αｋｐuｋ）/∂z

＋Γｋ（ｈｋi＋１/２・uki
2)＋ｑｗｋ＋qik

課題

・解の安定性や不適切問題の解決

流動パターン

・気泡流 ・スラグ流 ・フロス流

・環状噴霧流 ・噴霧流

混相流特有のパラメータ

・ボイド率 質量混合比

気液二相流の場合 気相が占める体積割合＝α

・スリップ比

密度差に起因する 圧力勾配、外力の影響差

Ｓ＝ug / ul 又は ur=ug-ul

・平均密度 平均流速

平均密度 ρm=αρｇ＋（１－α)ρｌ

質量平均 um=(ρgαug+ρｌ（１－α）ul)/ρｍ

体積平均 jT=αug+(1-α）ul

・質量界面伝達係数

・運動量界面伝達係数

・エネルギー界面伝達係数

・壁面摩擦係数



付加質量モデル・・・

流体中で非定常運動する球形剛体に働く力

ｆVM ＝ 1/2・π/６・ｄ３・ρ・（ｄｕ∞/ｄｔ － ｄｕｄ/ｄｔ）

・・・気泡によって排除された液体質量に比例する力

ｆＢ ＝ ３/２ｄ２（πρμ）１/２

・∫( ｄμ∞/ｄξ - ｄud/dξ)/(t – ξ )-1/2dξ

・・・液体の流れから気泡がそれた効果

界面での運動量伝達項に付加質量を追加

Ｚｕｂｅｒ の付加質量

ρＣＶＭ ＝ ρ・αｄ・（１＋２αｄ）/｛２・(１―αｄ）｝

αはボイド率

Ｉｓｈｉｉ ＆ Ｍｉｓｈｉｍａの付加質量

気泡流

ρＣＶＭ ＝ ρ・１/２・（１＋２α）/ (１―α）

スラグ流

ρＣＶＭ ＝ ρ・５・α・[ ０．６６ ＋

０．３４ {（１-Db / Lb) / (１-Db /3Lb）} ]

偏微分方程式の解の安定性

解の安定性

非平衡二流体モデルでは双曲型にならないものが

ある。

Ｎｕｃｌ．Ｓｃｉ．Ｅｎｇｒｇ．，６６ ｐ３７８

Ｒ．Ｗ．Ｌｙｃｚｋｏｗｓｋｉ ｅｔ ａｌ

数学的には 双曲型の偏微分方程式は任意の初期値
に対して唯一解が存在する。

Ｃｏｍｍｕｎ. Pure Appl. Math. ,2 ｐ２５５

Ｒ．Ｗ．Ｃｏｒａｎｔ ｅｔ ａｌ

解決のための手法／モデル ・・・

・付加質量項 （ 運動量界面伝達項 ）

上記 Ｒ．Ｗ．Ｌｙｃｚｋｏｗｓｋｉ ｅｔ ａｌ

・二圧力モデル （ ２圧力を設定 ）

Ｊ．Ｃｏｍｐ．Ｐｈｙｓ．，５３ ｐ１２４

Ⅴ．Ｈ．Ｒａｍｓｏｎ ｅｔ al

・分散性二相流 （ 圧力勾配が働かない ）

混相流 7（2） ｐ１３２

片岡 他



偏微分方程式の解の安定性(続）

分散性二相流モデル・・・

質量保存方程式 ｇ、ｌ それぞれの相に対して

∂α/∂ｔ ＋ｖｇ・∂α/∂ｘ＋α∂ｖｇ/∂ｘ ＝ ０

∂（１－α） /∂ｔ ＋ｖｌ・∂（１－α） /∂ｘ

＋（１－α）・∂ｖｌ/∂ｘ ＝ ０

運動方程式

∂ｖｇ/∂ｔ ＋ｖｇ・∂ｖｇ/∂ｘ ＝ －ξ/ρｇ・ ∂ｐ/∂ｘ

∂ｖｌ/∂ｔ ＋ｖｌ・∂ｖｌ/∂ｘ ＝ －1 /ρｌ・ ∂ｐ/∂ｘ

上記方程式系は

Ａ∂Ｆ/∂ｔ ＋ Ｂ∂Ｆ/∂ｘ ＝ ０ と表され

固有方程式 det( Aλ＋Ｂ ） ＝ ０ の根 λが

複素数の場合 楕円型となり不適切 （ ill-posed )となる。

ρｇ・（１－α）・（λ＋ug )2 + ξ・ρｌ・α・（λ＋ul )2 = 0

より 判別式 Ｄ は

・ξ＝１ （一圧力モデル）の場合

Ｄ ＝ -ρｇ・ρｌ・α・（１－α）・ξ・（ug-ul)2

実根をもつのは ug = ul の場合のみ

したがい ug=ulの場合のみ well-posed。

・ξ＝0 （分散性二相流モデル 圧力勾配が働かない）

の場合 常に根は実数であり well-posed。

二圧力モデル・・・

５Ｅ２Ｐモデル （ ５方程式２圧力 ）

ＵＴ＝（ α２ρ２ 、α２ρ２u２ 、α１ρ１ 、α１ρ１u １ 、α１ ）

A ＝ ０ １ ０ ０ ０

ｃ２
２－u2

2 2u2 ０ ０ -P2

０ ０ ０ １ ０

０ ０ ｃ１
２－u１

2    2u１ P１

０ ０ ０ ０ (u1+u２)/2

とおけば 本モデルの方程式は

∂Ｕ/∂ｔ ＋ Ａ∂Ｕ/∂ｘ = ０ となる。

固有方程式 det(λＩ－Ａ） =

[ (λ-u2)
2 - c2

2 ][ (λ-u1)
2 - c1

2 ](λ- (u1+u２)/2） = ０

より 根は un ± cn 、(u1+u２)/2 であり実数。

したがい 方程式は 双曲型であり唯一解が存在する。

本モデルの方程式は well-posed 。



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

圧縮・非圧縮統一解法（CIP-GCUP法）による流
体解析コード（Aeolus)を用いたカスタマイズされた

計算コードを提供します。

弊社ではこのCIP-GCUP法と他のモジュールを

結びつけプラズマCVDによる薄膜形成やレー

ザー加工など目的に応じたシミュレーターを作成
します。

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100

プラズマCVD計算

下記各モジュールより構成されております。
・CVD装置内流れ解析計算（ Aeolus ）

・電場･荷電粒子運動計算
・化学反応・電離過程計算
・成膜過程計算

ドライエッチング（RIE)計算

下記各モジュールより構成されております。
・RIE装置内流れ解析計算（Aeolus 他）

・電場･荷電粒子運動計算
・化学反応・電離過程計算
・成膜過程計算

レーザー溶接計算
下記各モジュールより構成されております。
・固体･液体･気体相変化計算（ Aeolus ）

・レーザー誘起プラズマ計算
（反応速度計算）
・光線追跡計算
（壁面吸収と反射の繰り返し計算）
・アシストガス（シールドガス）計算
目的に応じたモジュールとの組み合わせ設定が可能です。

製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：流体計算流体計算流体計算流体計算



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

既存プログラムの高速化や整理、機能付加を請
負います。

また お手持ちのコードのプログラム構成やデー
タ構造、性能などの調査、性能向上への提案・
改修も承ります。

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100

・言語の書き換え
例) Fortran７７ から９０ への書き換え

FortranからC言語
FortranからJava

・サブルーチンの再構成、データ構造の整理

・既存ソフトと外部プログラムとのインターフェイス作成

・既存ソフトへのグラフィックインターフェイス作成

・並列化による高速化

製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：プログラムプログラムプログラムプログラム改良改良改良改良

第２段階
入出力部
の並列化

データ入力部

コア部

データ出力部

第１段階
コア部の
並列化

現状例）



Advanced Algorithm & Systems（http://www.aasri.jp）

ナレッジマネージメント用ツールとしてのプラット
フォームを構築します。
ナレッジベース構築は全て手作りによるものとの認
識で目的とするナレッジベースと弊社の豊富な経

験をうまく調和させ 最大限カスタマイズされたも
のをご提供します。

また 既存のアプリケーションの機能追加や改修、
スタンドアローンタイプのソフト作成も承ります。

住所：〒150-0013  東京都渋谷区恵比寿1-13-6 恵比寿ISビル7F、tel: 03-3447-5501、fax: 03-3447-4100

DBMS データベース構築
DBMS； Data Base Management System

機能
・RDBやOODBデータベース構築
RDB    ； Relational Data Base
OODB ； Object Oriented Data Base

・グラフィカルインターフェイス

・各種検索エンジン
・類似語検索
・関連用語検索

・各種計算ツール

・拡張への対応・柔軟性

製品連絡先製品連絡先製品連絡先製品連絡先

製品概要製品概要製品概要製品概要

商品名商品名商品名商品名：：：：Webアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

目次・インデックス

検索エンジン

計算ツール

Data Base Management System

情報･データ

設計データ 実験データ 生産データ

新聞･雑誌
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